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1ま え が き

近年の野菜畑においては,肥料の多量施用や,同一作物

の連作により,土壌養分の過多とそれに伴う微量要素の不

足や養分間のパランス,土壌病害等,種 々の点で問題にな

る可能性をもつている。そこで,昭和52年 ,夏秋キュウリ

の生産地として中央市場に大きな位置をしめる福島県岩瀬

地方のキュウリ連作畑の土壌調査を行い,そ の実態と2・

3の問題点を明らかにしたので報告する。

2 調査方法及び圃場の概況

1調査時期 昭和52年 9月 上～中旬
2調査圃場 夏秋キュウリの連作 (2～ 13年 )畑 20圃場

(内水田転換畑 9圃場 )

3調査地区 福島県須賀力l市及び岩瀬郡岩瀬村
4調査圃場の概況
キュウリ畑は平坦地からやや台地まで,岩瀬地区の

ほぼ全地域に小面積で散在している。特に水田転換畑

が多く,調査畑の43%(9圃場 )に ものぼっている。夏

秋キュウリの連作は平均 7～ 8年である。

土壌は火山灰土壌,及び低地沖積土が主であり,火

山灰土はおもに粘質,滸積土は壌～粘質土である。礫

層がみられたのは 1圃場のみで,ち密層の存在する圃

場はなく,有効土層も深い。

5その他 施‖E・ 栽培慣行調査はきき取りにより行った。

3 調 査 結 果

施肥量についてみると(表 1),キ ュウリの養分要求量
などから考えても,かなり多量の肥料が施用されている。

特に窒素の施肥量が100″ /10a以上の圃場が40%も あつた。

又, リル酸もようりん中のりん酸を加えると平均90"/10a

となり,カ リも堆肥中のカリを考慮に入れると,かなり多

量といえる。調査圃場の作土土壊の恭分状態を表 2か らみ

ると,土壌 p.l(H20)の全圃場の平均は57とやや低く,PH

60以下の圃場が65%も あり,50以下も20¢ある。pH5 0

表1 キュウリ畑の平均的施肥量 (り/10a)

訳 堆  肥
土壌改 良資 材 施 1巴 量
ようりん 苦土石灰 N LQ や O

岩 瀬

以下の強酸性畑は,塩基飽和度も低いが,硝酸態窒素濃度

も高かつた。図1は調査圃場のpHと塩基飽和度の関係を示

したものであるが,土壌中の硝酸態窒素量が多いと塩基飽

和度に比較してpHが 低くなる傾向にある。

有効態りん酸含量をみると全圃場の平均値は95″/100′

(乾土)と 多く,15″以下のりん酸不足とおもわれる圃場

はなく,50ヮ 以上の圃場が80%も あつた。りん酸吸収係数

の高い(1.500前 後 )圃場でも平均41″であり, キュウリ

の連作の比較的短い (2年 目)圃場でも50～ 96″であり,

連作10年前後の畑では100″以上になっているところが多

V｀。

作土土壌中の置換性石灰含量は平均値で290″ /100'(乾

土)であり,200″ 以上の圃場が70%を しめ,その内400"

以上の圃場が20%も あつた。

置換性苦土の合量は平均値が57ψ/100′ (乾土)と 多く,

25″以下のやや少なめの圃場は20¢ しかなかつた。

置換性カリ含量をみると,含量の最も少ない圃場でも67″

/100夕 (乾土)であり,平均値は1097・9と著しく多くなつている。

塩基飽和度は,作土土壌の平均値が87%と 高く,50%以

下の低い圃場は10%た らずであり,逆に100%を越している

圃場が35%も ある。

ホウ来含量をみると,平均値で12 ppmで すべての圃場

が06～ 17 pp皿 の間にあり,欠乏,又は過剰とおもわれ

るところ|まなかつた。

図 2は作土土壌中の石灰と苦土,及び苦土とカリの合量

比 (当量比 )の分布を示したものであるが,C aO/M80は ,

ほとんどの地点が60以下で問題になるとおもわれる圃場

はなかったが,McO/K20では20以下の圃場がlま とんどで

あり,苦土含量に比較してカリ含量が多くなつており,カ

リの多量存在により苦土の吸収が,阻害される可能性をも

っている。

施1巴 りん酸は土壌に吸着固定される害1合が多く,土壌中

での移動の少ないことが,一般概念となっている。表3は ,

幾つかの圃場の作土と下層土壌の養分状態を示したもので

あるが,例 1～ 4を みると,作土土壌のりん酸含量はかな

り多量であるのに対し,下層土壌は極めて低く,特に例 1

～ 2の下層土壌はりん酸欠乏の可能性をもつている。例 5

～ 6は深耕している圃場のF711であるが,作土も下層土壌も,

同じ位のりん酸含量をもつているし,下層土壊の置換性塩

基含量も多くなっている。本調査では,例 1～ 4の ような
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区 別
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、
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圃場がかなりみられ,下層へのりん酸富化が必要とおもわ

れた。

表2 キュウリ畑土壌の養分状態

図1 塩基飽和度とpH(H20)の 関係

表3 作土,下層土壌の養分状態 (例 )

4 ま  と  め

夏秋キュウリ連作畑ILXの実態調査から,以下のような

ことがわかった。

1 キュウツの養分要求量の点からみても過剰と思われ

る施1巴量の開場が多い。

2 土壌の養分状熊をみると,全般的に養分不足とおも

われる圃場は少なく,む しろ養分 0205,現 QC幾 ンLO)

過多と思われる圃場が多い。

3 QO,MgO含 量に比較 して土壌 pⅡ (H20)の低い園場
がみられたが,こ れらの圃場で,ま硝酸態窒素含量も高かっ

た。

4 叱 0/隆 O(当量比 )は 20以 下の国場がほとんどで
Mg O含量に比べてK20含量が高い。

5 作土土壊のりん酸含量が極めて高いのに比較 して ,

下層土壌のりん酸含量のかなり低い圃場が少なからず認め

られた。
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図2 塩基当量比分布


